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防災教育に関する取組の趣旨（これまでの動き）
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関東・東北豪雨の発生（平成２７年９月）

水防災意識社会再構築ビジョンの策定（平成２７年１２月）

台風１０号等の襲来（平成２８年８月）

「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画（平成２９年６月）

・鬼怒川の堤防決壊（茨城県）
・渋井川の堤防決壊、吉田川の堤防越水（宮城県）

・北海道、東北の中小河川等で氾濫発生、
逃げ遅れによる多数の死者

全国の水防災に関する動き

「中小河川等における水防災意識社会の再構築のあり方について」
答申（平成２９年１月）

・水防法に基づく協議会の設置
・水害対応タイムライン（防災行動計画）の作成促進
・要配慮者利用施設における避難体制構築への支援
・水害危険性の周知促進
・防災教育の促進
○指導計画の作成支援に着手
○平成２９年度に支援を実施する学校を決定
○平成３０年度末までに指導計画を協議会に関連する
市町村の全ての学校に共有（情報提供）

第１回 雄物川大規模氾濫時の減災対策協議会（平成２８年５月）

防災教育と雄物川減災対策
協議会に関する動き

第２回 雄物川大規模氾濫時の減災対策協議会（平成２８年８月）

・「雄物川の減災に係る取組方針」の策定
・教育機関等と連携した防災教育の実施（取組方針の１つ）

第３回 雄物川大規模氾濫時の減災対策協議会（平成２９年５月）

防災・河川環境教育の充実に係る
取組の強化について（通知） 【平成２７年１１月】

防災・河川環境教育の充実に向けた
今後の進め方について（通知） 【平成２９年１１月】

・教育委員会、学校等と連携して防災教育を充実

・減災対策協議会において防災教育の充実に向けた支援を
検討し、教育委員会、学校等と連携して防災教育を充実

・要配慮者施設の避難に関する取組を追加

※国土交通省

※国土交通省

※文部科学省、国土交通省

※文部科学省、国土交通省

平成２９年７月洪水、８月洪水

・雄物川が氾濫、多くの家屋浸水等の被害が発生



防災教育に関する取り組みスケジュール

■防災教育に関する支援の取り組み
＜スケジュールについて＞
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• 平成２９年３月に改訂された学習指導要領の周知・共有を平成３１年度までに行い、平成３２年度以降は全面的に実施。
• 全面実施に向け、指導計画・教師用解説・板書計画等の防災教育資料を作成支援。
• 平成２９年度に支援校を選定し、平成３０年度は支援校において防災教育資料の試行を実施。
• 防災教育資料は試行・活用・見直しを行い、より実践的なものに改善していくことが必要。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協議会の開催

タイムライン検証
アンケート調査

ロールプレイング型
洪水対応演習

教育機関と連携した
防災教育

防災教育資料（案）作成

秋田大学等での試行
（教育文化学部）

小学校の選定（各市町村
へ依頼）

小学校での試行（１市町
村あたり１校：合計８校）

資料の見直し

協議会に関係する市町村の全ての

小学校へ指導計画の共有・ＰＲ

（H31教育課程編成時期に合わせ

て）

協議会に関係する市町村の全
ての小学校で活用

学習指導要領の改訂等

平成32年度

4月～3月 4月～3月 4月～3月

減災対策協議会の取組

防災教育資料の試行・活
用・見直し

項目 実施内容
平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

8/14打合せ

（秋田大学教育文化学部）

1/10打合せ

（秋田大学教育文化学部）

1/23依頼メール

（各市町村へ）

1/19第4回協議会

（取組方針第2回改定）７月・８月洪水

10/24 大曲高等学校

10/31 大曲中学校

11/2 ロープレ演習

タイムライン検証

アンケート調査

学生による模擬授業、

附属小学校等での試行

5/10第3回協議会

（取組方針第1回改定）

5/31第1回協議会

8/9第2回協議会

（取組方針策定）

3/31 学習指導要領改訂 改訂された学習指導要領の周知・移行期間
改訂された学習指導要領の全面実施

H31年度の活用に向けた調整

共有・ＰＲ

意見聴取・見直し

雄物川流域の全ての小学校で活用

協議会における支援校での活用

5/30第5回協議会【臨時】

（H30.5.18‐19出水概要等）５月洪水

（調整中）



防災教育に関する支援校の選定

■防災教育に関する支援の取り組み
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• 防災教育に関する支援校として8校を選定。
• 今後、支援校において防災教育資料の試行・活用を行い、意見聴取を踏まえ適宜見直し改善を図る予定。

協議会
参加自治体

支援校名 支援校への概要説明

秋田市 大住小学校 平成30年5月9日

横手市 睦合小学校 平成30年6月14日

湯沢市 三関小学校 平成30年3月12日

大仙市 神岡小学校 平成30年3月13日

仙北市 西明寺小学校 平成30年6月20日

美郷町 仙南小学校 平成30年3月13日

羽後町 西馬音内小学校 平成30年7月6日（予定）

東成瀬村 東成瀬小学校 平成30年5月8日

支援校数 8



学習重要度から選択し、
1時や2時構成も可能。
デジタルコンテンツや副
読本を組合せ3時構成
以上も可能。

防災教育資料の作成

■防災教育に関する支援の取り組み
＜雄物川と水害を中心に、自然災害を題材とした防災教育に活用する資料作成の取組み＞

対象：⼩学校第5学年 学習指導要領に基づく

【第1時】
⽇本の⾃然災害の概
要（全体像）をつかむ。

（ア）さまざまな⾃然災害の
種類を知る

（イ）秋⽥県でも⾵⽔害がい
つ起こってもおかしくないこ
とを学ぶ

（ウ）わが国で⾵⽔害の発⽣
が多い理由を学ぶ

✔ 気候的条件から⾵⽔害
が多いこと

✔ 地理的条件から⾵⽔害
が多いこと

（エ）⾵⽔害が発⽣した場合
に起こる被害を知る

【第2時】
公的機関が国⼟の保
全に努めていることを捉
えさせる

【第 3 時】
防災の観点からよりよい
国⺠⽣活の実現を⽬
指す態度を育む。

（コ）⾵⽔害に対する⼼がけ
を学ぶ

✔ 普段からの⼼がけ
✔ 緊急時の⼼がけ

（オ）雄物川で起きた過去の⾵
⽔害を知る

（カ）国や県で⾏われている治
⽔対策を学ぶ

（キ）雄物川洪⽔ハザードマッ
プの意味と⾒⽅を学ぶ

（ク）治⽔対策は万全ではなく、
避難して命を守ることが⼤
事であることを学ぶ

（ケ）⾵⽔害が発⽣した際に働
く⼈々を知る

⼩単元の構成
・アクティブラーニング
・グループ単位

我が国の国⼟ではさまざまな⾃然災害が起こりやすく、⾃然災害の発⽣は、私たちの⽣活や産業に
⼤きな影響を与える。その被害を防⽌するために、国や県などがさまざまな対策や事業を進めている
ことなどを、郷⼟秋⽥県を流れる雄物川や県内外の⾵⽔害を題材に調べ、私たちの⽣活や産業と
の関わりについて考える。また、⾃然災害が起こりやすい我が国では国⺠⼀⼈⼀⼈が防災意識を⾼
め、避難して命を守ることが⼤切であることに気付くようにする。

学習内容の概要

資料作成構成

①指導計画
②教師⽤解説
③板書計画
④デジタルコンテンツ
（災害事例など）
⑤副読本（冊⼦）
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【第2時】防災の観点からよりよい国⺠⽣活の実現を
⽬指す態度を育む。
。 （コ）⾵⽔害に対する⼼がけを学ぶ

✔ 普段からの⼼がけ
✔ 緊急時の⼼がけ

防災教育資料の作成

■防災教育に関する支援の取り組み
＜防災教育資料のニーズに合わせた組合せ案＞
基本構成は、3時構成であるが、以下のように資料を組合せて様々なニーズに対応可能。

２時の場合（学習重要度の⾼のみを選択）

・アクティブラーニング
・グループ単位
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【第1時】秋⽥県の災害特性を知り、治⽔対策が万
全ではないので、避難することが⼤切であることを学ぶ。
（イ）秋⽥県でも⾵⽔害がい つ起こってもおかしくないことを学ぶ
（オ）雄物川で起きた過去の⾵⽔害を知る
（キ）雄物川洪⽔ハザードマップの意味と⾒⽅を学ぶ
（ク）治⽔対策は万全ではなく、避難して命を守ることが⼤事であ

ることを学ぶ

【第1時】⽇本の
⾃然災害の概
要（全体像）
をつかむ。

（ア）さまざまな⾃然
災害の種類を
知る

（イ）秋⽥県でも⾵
⽔害がい つ起
こってもおかしく
ないことを学ぶ

【第3時】雄物川
の洪⽔災害と
様々な治⽔対
策を知る。

【第5時】防災の観点
からよりよい国⺠⽣活
の実現を⽬指す態度
を育む。

（コ）⾵⽔害に対する⼼
がけを学ぶ

✔ 普段からの⼼がけ
✔ 緊急時の⼼がけ

（オ）雄物川で起きた過
去の⾵⽔害を知る

（カ）国や県で⾏われて
いる治⽔対策を学ぶ

（キ）雄物川洪⽔ハザー
ドマップの意味と⾒⽅
を学ぶ

5時の場合（デジタルコンテンツや副読本を⼗分活⽤した場合）

・アクティブラーニング
・グループ単位

（ウ）わが国で⾵⽔害の発
⽣が多い理由を学ぶ

✔ 気候的条件から⾵⽔
害が多いこと

✔ 地理的条件から⾵⽔
害が多いこと

（エ）⾵⽔害が発⽣した場
合に起こる被害を知る

【第2時】秋⽥県
の特性と⾵⽔害の
発⽣要因を考える。

（ク）治⽔対策は万全で
はなく、避難して命を
守ることが⼤事である
ことを学ぶ

（ケ）⾵⽔害が発⽣した
際に働く⼈々を知る

【第4時】公的機関が
国⼟の保全に努めて
いること、⾃ら命を守
ることを捉えさせる

・アクティブラーニング
・グループ単位 ・副読本活⽤



防災教育資料の作成

■防災教育に関する支援の取り組み

＜資料の構成や概要＞

●提供できる資料の構成は次のとおりです。
・指導計画
・教師用解説
・板書計画
・その他（副読本、写真や映像などデジタルコンテンツ）

板書計画の一例 デジタルコンテンツの一例

指導計画の一例 教師用解説の一例

副読本の一例
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日本ではどのような自然災害が起こっているのか調べよう

自然災害の種類

地震、津波、雪害

洪水、土砂崩れ

・雪が多い

・大きな川、雄物川がある

・山がある

・田んぼが多い

・海に接している

美しい日本の自然、恵み

自然災害

まとめ
日本では地震や風水害などの様々な自然災害が起きている。
秋田県でも、風水害がいつ起こってもおかしくない。

秋田県の特徴

風水害

くらしへの影響

風水害が多い
・田んぼや家が浸水する

・電気やガスが使えない

・道路が使えない

・工場が使えない



防災教育資料の作成

■防災教育資料の改善方法（PDCA）

【①資料の内容について】
(1)改善項目をご記入ください。（例：教える量・内容が多い、アクティブラーニングを増やす。など）

(2)個別資料（指導計画、板書計画など）についての改善・修正項目があれば、赤字訂正して、ご意見をいただければと思
います。

【②資料の使いやすさについて】
本資料を使ってみて、このような使い方をした方がよい、こんな使い方をした、などのご意見・ご要望を
ご記入ください。（例えば、選択する部分を多くして欲しい。副読本を配付し、宿題とした。など）
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●資料などについて、たとえば教室でお使いいただいた結果の意見、要望などをください。資料やコンテンツの改
善の参考にさせていただきます。

⇒記載する内容・データの質や量に関することはできるだけご要望にお答えします。

⇒進め方の選択肢、使い勝手に関しては、お使いいただく先生によって様々な工夫があると思いますので、望まれ
る資料形式や選択の幅などについても参考に教えてください。



参考資料



防災教育に関する取組の趣旨（水防災意識社会再構築ビジョン）
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平成27年12月11日
国土交通省資料より
抜粋



防災教育に関する取組の趣旨（「中小河川等における水防災意識社会の再構築のあり方について」答申）
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平成29年1月
国土交通省資料より
抜粋



防災教育に関する取組の趣旨（緊急行動計画） 平成29年6月20日
国土交通省記者発表
資料より抜粋
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防災教育に関する取組の趣旨（緊急行動計画） 平成29年6月20日
国土交通省記者発表
資料より抜粋

※緊急行動計画の主な取組の１つ

12



■防災教育の取組について（通知文）

防災教育に関する通知
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文部科学省⇒教育委員会、学校等 国土交通省⇒整備局



■小学校学習指導要領（H29.3告示）

２ 内容
（5）我が国の国⼟の⾃然環境と国⺠⽣活との関連について，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項
を⾝に付けることができるよう指導する。
ア次のような知識及び技能を⾝に付けること。
(ｱ) ⾃然災害は国⼟の⾃然条件などと関連して発⽣していることや，⾃然災害から国⼟を保全し国⺠⽣活を守るため

に国や県などが様々な対策や事業を進めていることを理解すること。
イ次のような思考⼒，判断⼒，表現⼒等を⾝に付けること。
(ｱ) 災害の種類や発⽣の位置や時期，防災対策などに着⽬して，国⼟の⾃然災害の状況を捉え，⾃然条件との関

連を考え，表現すること。

３ 内容の取扱い
(5) 内容の(5)については，次のとおり取り扱うものとする。
ア アの(ｱ)については，地震災害，津波災害，⾵⽔害，⽕⼭災害，雪害などを取り上げること。

第5学年 社会

防災教育に関する学習指導要領
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防災教育に役立つ情報・コンテンツ

■防災教育に関する支援の取り組み

＜防災教育に参考となるホームページの紹介＞

●～防災教育ポータル～
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防災教育に役立つ情報・コンテンツ

■防災教育に関する支援の取り組み

＜防災教育に参考となるホームページの紹介＞

●～国土の防災ライブラリ～
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http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00360/saigai‐info/h29_7kouu/top.html

●災害情報（過去の災害動画等）

http://www.mlit.go.jp/river/bousai/library/index.html

http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00360/saigai‐info/h29_8kouu/top.html


